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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年11月15日(2012.11.15)
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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月28日(2012.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線に被曝した対象または放射線被毒を伴う対象における放射線暴露または放射線被
毒の予防処置または治療処置において使用するための、ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤ
Ｐマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２】
　放射線に被曝した対象または放射線被毒を伴う対象における骨髄回復の促進において使
用するための、ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項３】
　放射線に被曝した対象または放射線被毒を伴う対象における脊髄回復の促進において使
用するための、ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項４】
　放射線に被曝した対象または放射線被毒を伴う対象におけるサイトカインの放出の刺激
において使用するための、ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物
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【請求項５】
　放射線に被曝した対象または放射線被毒を伴う対象における血小板増加の誘導において
使用するための、ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項６】
　放射線が電離性放射線であり、あるいは放射線被毒が電離性放射線により起きるもので
ある、請求項１～５のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ
粒子を含む組成物。
【請求項７】
　放射線が、宇宙線、電波、電磁波、赤外線、可視光線、紫外線、アルファ線、ベータ線
、陽子ビーム、重粒子ビーム、Ｘ線、ガンマ線、電子ビーム、および中性子ビームから選
択される、請求項１～５のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイ
クロ粒子を含む組成物。
【請求項８】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、静脈内、経口、筋肉
内、鼻腔内、直接に肺の気道または鼻粘膜への噴霧吸入または乾燥粉末投与により投与す
る、請求項１～７のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒
子を含む組成物。
【請求項９】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、約１μｇから約２０
ｍｇ／Ｋｇ体重の用量で投与する、請求項１～８のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ
粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項１０】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、約１μｇ～約１５０
μｇ／Ｋｇ体重、もしくは約１μｇ～約１５μｇ／Ｋｇ体重の投与量範囲から；または約
１、５、１０もしくは１５ｍｇ／Ｋｇ体重から選択される用量で投与する、請求項９に記
載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項１１】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物に、医薬的に許容できる
キャリヤーを配合する、請求項１～１０のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、ま
たはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項１２】
　放射線被曝が放射線療法により起きる、請求項１～１１のいずれか１項に記載のＭＤＰ
マイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項１３】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線療法の最高７
日前に投与する、請求項１２に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を
含む組成物。
【請求項１４】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線療法の少なく
とも２４時間前に投与する、請求項１２に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイ
クロ粒子を含む組成物。
【請求項１５】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線療法の少なく
とも３０分前に投与する、請求項１２に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイク
ロ粒子を含む組成物。
【請求項１６】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線療法開始前の
いずれかの時点、放射線療法開始の時点、または放射線療法中に投与する、請求項１２に
記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
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【請求項１７】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線療法のコース
が終了した患者に投与する、請求項１２に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイ
クロ粒子を含む組成物。
【請求項１８】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線被曝の直後に
投与する、請求項１～１２のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマ
イクロ粒子を含む組成物。
【請求項１９】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線源被曝の後、
約１分～約２時間までに投与する、請求項１～１２のいずれか１項に記載のＭＤＰマイク
ロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２０】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線被曝の少なく
とも５分以内に投与する、請求項１～１２のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、
またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２１】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線被曝の後、少
なくとも２４時間以内に投与する、請求項１～１２のいずれか１項に記載のＭＤＰマイク
ロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２２】
　放射線被曝または放射線被毒が、吸入、経口摂取による放射能被曝、または外部直接被
曝により起きる、請求項１～２１のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭ
ＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２３】
　ＭＤＰマイクロ粒子を、マイクロ粒子と結合または会合した、免疫調節サイトカインを
刺激することができる少なくとも１種類の免疫刺激リガンドと組み合わせる、請求項１～
２２のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成
物。
【請求項２４】
　リガンドが、ＴＬＲ１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、ＮＯＤ－１またはＮ
ＯＤ－２を含む病原性分子パターン認識受容体から選択される、請求項２３に記載のＭＤ
Ｐマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２５】
　少なくとも１種類の免疫刺激リガンドが、ＭＤＰマイクロ粒子の表面と架橋しているか
、または会合している、請求項２３または２４に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤ
Ｐマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２６】
　ＭＤＰマイクロ粒子が、顆粒球マクロファージコロニー刺激因子（ＧＭ－ＣＳＦ）の産
生を刺激する、請求項１～２５のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤ
Ｐマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２７】
　ＭＤＰマイクロ粒子が、ＧＭ－ＣＳＦおよびインターロイキン－３（ＩＬ－３）の両方
の産生を刺激する、請求項１～２５のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、または
ＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２８】
　ＭＤＰマイクロ粒子が、インターロイキン－１（ＩＬ－１）、インターロイキン－６（
ＩＬ－６）および腫瘍壊死因子－α（ＴＮＦα）の産生をも刺激する、請求項１～２７の
いずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項２９】
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　ＭＤＰマイクロ粒子が、白血球および血小板の産生を増大させることにより造血再構成
をも刺激する、請求項１～２８のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤ
Ｐマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項３０】
　ＭＤＰマイクロ粒子が、赤血球の産生を増大させることにより赤血球産生をも刺激する
、請求項１～２８のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒
子を含む組成物。
【請求項３１】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線被曝または放
射線被毒の処置のための１種類以上の他の薬剤と組み合わせて使用する、請求項１～３０
のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項３２】
　放射線被曝または放射線被毒の処置のための１種類以上の他の薬剤が、不溶性プルシア
ンブルー、Ｃａ－ＤＴＰＡ、Ｚｎ－ＤＴＰＡ、フィルグラスチム、骨髄移植、輸血、また
はホルモンおよびサイトカインから選択される、請求項３１に記載のＭＤＰマイクロ粒子
、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項３３】
　サイトカインが、ＩＬ－１、ＩＬ－３、ＩＬ－６、ＧＭ－ＣＳＦ、またはＴＮＦαから
選択される、請求項２３～３２のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤ
Ｐマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項３４】
　ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物を、放射線被曝または放
射線被毒の処置のための１種類以上の他の薬剤と組み合わせる共療法として使用する、請
求項１～３３のいずれか１項に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を
含む組成物。
【請求項３５】
　放射線被曝または放射線被毒の処置のための１種類以上の他の薬剤を、補助療法として
ＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物と共に使用できる、請求項
３４に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項３６】
　療法が、他の薬剤およびＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物
を同時または逐次投与することを含む、請求項３５に記載のＭＤＰマイクロ粒子、または
ＭＤＰマイクロ粒子を含む組成物。
【請求項３７】
　逐次投与において、数分、数時間、数日または数週間のいずれか適切な時間枠で間隔を
おくことができる、請求項３６に記載のＭＤＰマイクロ粒子、またはＭＤＰマイクロ粒子
を含む組成物。
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